
≪大会テーマ≫ 

子ども理解に基づいた授業実践研究

～“発達的視点”と“教師間の対話”
を授業づくりの柱として～

  本校現地開催
 ※オンライン等での参加はできません

滋賀大学教育学部附属特別支援学校

令和5年度 教育実践研究発表大会

２次案内

日程

◆本校HP（右記URL・QRコード）より申し込みいただけます。
◆12月１日（金）までにお申し込みください。
◆定員あり（50名）※定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

◆昼食は、各自でご準備いただくようよろしくお願いします。
◆問い合わせは、研究部（主任：清水研吾）までお願いします。

参加申し込み方法（参加費無料）
滋賀大学教育学部附属特別支援学校HP

https://www.edu.shiga-u.ac.jp/ft

〒520-0002
滋賀県大津市際川3丁目9-1
【TEL】077－522－6569
【FAX】077－526－2279
【MAIL】yougofuk＠edu.shiga-u.ac.jp 
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受付 全体会 公開授業
各学部
研究報告

授業研究会
（グループ協議）

昼食
休憩

授業研究会
（助言者の講評）

記念講演
（三木 裕和氏）

閉会式

記念講演

講演テーマ：「子どもの願いと授業づくり」
立命館大学産業社会学部 現代社会学科

三木 裕和 氏

≪講師の紹介≫
主著に、『障害児教育という名に値するものー子ども、教師、家庭をつなぐ実践』（全障研

出版部,2014）『特別支援教育は幸福を追求するか』（クリエイツかもがわ,2023）等、多数。
長年、兵庫県の特別支援学校に勤務し、障害児教育に携わってこられました。現場での経験

を交えながら、子ども理解や授業づくりについてお話していただく予定です。

日時：令和５年12月9日（土）

https://www.edu.shiga-u.ac.jp/ft


学部
授業グループ
≪発達段階≫

教科 授業単元・題材名 授業者

小学部
高学年

≪2,３歳程度≫
生活

単元学習
「クリスマスパーティをしよう」 志賀 元紀

中学部
れんげグループ

≪４～６歳程度≫
美術

「個性をかさねる お散歩アート
 ～仲間とつくる造形遊び～」

寺田 慧

高等部
デネブグループ

≪７～９歳程度≫
国語 「ええやん⁉ ちょっと大人な話し方」 山本 顕典

学部研究報告・授業研究会

◆学部研究報告【11:00～11:30】
＊学部の研究報告 ＊質疑応答

◆授業研究会
【11:30～12:15】＊授業者から ＊質疑応答 ＊グループ協議
【13:00～13:30】＊研究助言者による講評 ＊質疑応答

公開授業 【9:50～10:50】

公開授業・学部研究報告ならびに授業検討会について

◆大会テーマに基づき、各学部で研究テーマを設定しています。
◆公開授業につきましては、各授業をご自由に参観いただけますが、学部研究報告ならびに授

業研究会につきましては事前に申し込みいただきました学部への参加となります。

記念講演（三木 裕和 氏） 【13:45～15:15】

◆講演テーマ「子どもの願いと授業づくり」

各学部の研究テーマについて

◆ ＪＲ湖西線利用の場合  唐崎駅下車 約1500m

◆ ＪＲ琵琶湖線利用の場合

膳所駅下車 京阪電車坂本行きに乗車 滋賀里駅下車 約1000ｍ

大津駅下車 江若バス堅田行きに乗車 際川バス停下車  約500ｍ

※駐車場の余裕がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

アクセス

学部
研究の対象となる

発達段階
各学部の研究テーマ

助言者
滋賀大学教育学部
障害児教育コース

小学部 1歳半～２,３歳
「わたしもやりたい、一緒にやりたい」という気持ちを育む授業づくり

～子どもの他者意識に視点を当てて～
白石 惠理子 教授

中学部 ４～6歳
仲間の中での“揺れ”を大切にした授業実践研究
～仲間をくぐり、撚り合わせ、まろやかな自分へ～

江原 寛昭 教授
松島 明日香 准教授

高等部 7歳～
「ええやん♡自分」と思える授業づくり

～自分で選ぶ、自分で決める、仲間とともに、創り出す～
窪田 知子 教授

羽山 裕子 准教授
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